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留学生 が 日本 の大 学で学習 ・研究活動 を行 うためには,情 報活 用の ツール としてコ ンピュー タを

使い こなす こ とが最 も重要 なことの一つである。

そ こで,留 学 生が 自分で 日本語環境 の コンピュータを操作 でき るよ うに,コ ン ピュータの画面上

に現れ る 日本語 の用語の特徴 を調 査 ・分析 した上で,『 留学生 のた めのコン ピュータ用語集 』 を開発

した。 この用語集 で は漢字 の読 みがわか らな くて も目指す用語 を検索 できる よ うな方 法を考案 し,

また複数の検索方法 を掲載す るな ど,留 学生が 自分で用語を調べ られ るように工夫 した。

キーワー ド:コ ンピュー タ用語,留 学生,日 本語環境の コン ピュー タ

1、 はじめに

ここ数年のITの 普及 には 目覚ま しいものがある。

大学ではITを 使い こなすことが当然のよ うに要求 さ

れるようにな り,日 本 の大学で学ぶ外国人留学生(以

下,留 学生 と略す)に とって,IT,特 に情報活用ツ

ールであるコンピュータを使いこなせるか どうかは,

留学生活の成否 にも大きく影響す るものである。

富山大学留学生センターでは,こ れまで留学生の コ

ンピュータ リテラシー養成のための教授法や教材開発

に取 り組んできてい るが,数 年前はコンピュータその

ものの基本的な操作方法の指導が必要だった1)の に対

して,最 近では,よ り複雑な操作を留学生が 自分で行

うための支援が求められるようになってきた。

そ こで,こ の よ うな支援 を 目的 として,『 留学生の

ためのコンピュー タ用語集』を開発 した。本稿では,

この用語集 を開発する背景となった留学生のコンピュ

ータ技能に関する調査 の結果を紹介 し,日 本語のコン

ピュータ用語の特徴について も述べた上で,用 語集の

開発理念,構 成,特 徴 について報告する。

2.留 学生とコンピュータ

2.1留 学生のコンピュータ使用経験調査

富山大学留学生セ ンターでは,留 学生を対象 に開講

している全 コースで,日 本語環境のコンピュー タで基

本的な コンピュー タ操作を学べる授業 を設 けている。

この中で,学 部1年 の留学生を主な対象者 とする教養

教育 「日本事情1」 では,コ ンピュー タを使っての情

報収集お よび レポー ト作成 を授業で実施 しているが,

事前に毎年度,コ ンピュー タの使用経験調査 を行って

きた。 この調査結果 と,留 学生の コンピュー タ能力に

ついての考察を示 しなが ら,こ こ数年の留学生 とコン

ピュータをめぐる状況の変化 について紹介す る。

2.1.1調 査の概要

調査の対象は,学 部留学生(1年 生)が 主で,一 部,

日本語 ・日本文化研修留学生な どもいる。人数や対象

者の属性の詳細 を表1に 示 した。

2.1.2調 査の結果

留学生のコンピュー タ能力についての 自己評価 を,

表2,表3,表4に 示 した。



表1調 査の概要 単位:人(%)

表2コ ン ピュー タ能 力1(自 己評 価)単 位:人(%)

表3コ ン ピュー タ能力2(自 己評価)単 位:人(%)

表4使 えるソフトウェア 数字は 「使える」人数(%)

2.2留 学生のコンピュータ能力

留学生のコンピュータ技能や意識は,留 学生の国籍

や専門の多様さのため一律には言えない面もあるが,

この調査結果の範囲では,わ ずか数年の間に大きく変

化 していることがわかる。

たとえば表2で,2000年 に 「コンピュータがほ と

ん ど使 えない」 「全 く使 えない」 と回答 した留学生 は

2割 弱いたが,2002年 には全 くいない。 この回答は 自

己評価で,必 ず しも学生のコンピュータ技能 を正 しく

測定す るものではないが,表3の 「大学生活で困った

ことがあるか」 とい う問には,2000年 では80%以 上

の学生が 「ある」 と回答 してい るのに対 し,2002年

では,70%以 上が 「ない」と回答 している。

表4の 使 えるソフ トウ手アの種類については,イ ン

ターネ ッ トや メール,ワ ープ ロはほ とん どの学生が使

用でき,表 計算やプ レゼ ンテーシ ョン用 ソフ トなど,

多少専門性のあるものも使用者が増えたことがわかる。

これ らの結果から,留 学生に対す るコンピュータ リ

テラシー養成教育は,数 年前まではコンピュータに全

く触れたことがない学習者 を対象 とす る必要があった

が,現 在では新たな段階に入 った と考え られる。つま

り,最 近では,コ ンピュータ 自体の操作 には来 日前か

ら既に習熟 してい る留学生が少な くなく,自 国のコン

ピュータ環境での使用は可能であるが,日 本語環境で

の使用には慣れていない といった例が増 えている。 こ

のよ うな学生は,画 面上の日本語 での指示がすべて読

めな くて も,あ る程度 見当をつけて操作ができること

もあるが2),よ り細かい操作や専門的な操 作を行お う

とする際には,自 分で コンピュータの画面上の表示を

見て判断 した り,マ ニュアル を参照 した りす る必要が

出て くる。その場合に,日 本語のコンピュー タ用語が

理解 できないために,目 指す操作ができない とい う問

題が生 じる。この調査結果には直接現れていないが,

コンピュータ授業での指導中にも,こ ういった事例を

経験することが増 え,何 らかの支援の必要性があると

思われた。そのため,留 学生を対象 としたコンピュー

タ用語集 を開発することに したのである。

3.日 本語のコンピュータ用語の特徴

3.1コ ンピュータ用語のデータベース化

本用語集 を開発するにあた り,コ ンピュー タの画面

上に出て くる用語をデータベース化 して,特 徴の分析

を行 った。

なお,本 稿では,コ ン ピュー タの画面上 に現れ る語

彙表現 を 「コンピュー タ用語」 と呼ぶ ことにす る。 こ



の語 は,通 常,コ ンピュータの概念などを説明する用

語,機 能や操作を説明す る用語 など,広 い意味範 囲を

持つ。 しか し,留 学生のコンピュータ使用 を支援す る

ための用語集 を作成す るとい う視点で,本 稿では便宜

上 「コンピュータ用語」の意味をこのように限定 した。

データベース化 にあたっては,扱 う用語 の範囲,デ

ー タベース化す る際の単位な どが問題になるが,こ れ

らについての基本的な考え方や手法な どについては,

後藤 ・他(2002)を 参照 されたい。

3.2日 本語の コンピュータ用語の特徴

上述のデータベースを基に した分析の結果明 らかに

なった用語の特徴(後 藤 ・他2002,濱 田 ・他2002)

を留学生の立場か ら整理 し直す と,1)コ ンピュータ

用語の語構成 との関係,2)コ ンピュー タ用語 の語種

との関係,3)留 学生の母語 との関係,の3つ の観 点

か らの困難が生 じることがわかる。

3.2.1コ ンピュータ用語の語構成 との関係

コンピュータ用語は,語 レベルのものだけでな く,

句や文 レベルのものな ど,さ まざまである。1語 で1

っの用語を構成す るものが全体 の約半数 を占め,そ れ

以外は2語 以上の複合語,句,文 が占めている。複合

語は2語 のものだけでなく,4語,5語 で構成 された

長いものもあ り,ま た,句 や文 レベルの用語 について

は助詞や動詞が省略されたものも多数ある。

長い複合語の例 としては 「文字列表示範囲枠」のよ

うなもの,句 や文 レベルのもので助詞や動詞が省略 さ

れた形のもの としては 「移動先ブック名」や 「プ レビ

ュー隠す」 「条件 を詳 しく」な どが ある。 これ らに共

通す るのは,短 い語の中に多 くの情報 を入れ込 もうと

しているとい うことである。 コンピュータの画面上 と

い う限 られたスペースの中で,必 要な情報 をなるべ く

多 く伝えようとしているか らであろ うが,留 学生の立

場で見ると,複 合語の意味の区切 りがわか らなかった

り,省 略された ことばが類推できなかった りするため

に,意 味が理解できないことにつながる。

3.2.2コ ンピュータ用語の語種 との関係

コンピュー タ用語 を語種別 に分類 してみると,漢 語

が全体の4割 強,外 来語が3割 強を占めていることが

明 らかになった。漢語 もカタカナで書かれた外来語 も

留学生には難 しいとされているものである。

た とえば,「 挿入」 「削除」 「選択 」な どの ような用

語はコン ピュータ操作の際に頻繁 に使 う用語 であ り,

意味そのものはそれほ ど難解ではない。 しか し,同 じ

意味内容 を示す 「入れ る」 「消す」 「選ぶ」などの語 と

比較す ると,留 学生に とってな じみの低い漢語が使わ

れていることがわかる。外来語につ いても同様のこと

が言 え,「 ツール」 「フォン ト」 「プロパティ」 などは

一般に目にすることばではなく難解であると言 える。

3.2.3留 学生の母語との関係

日本語のコンピュータ用語 の多 くを占める外来語 と

漢字表記の用語 を,留 学生の母語である英語,中 国語,

韓国語 との対照の視点か ら考察 してみ よう3)。

コンピュータ用語 は全般的に英語 の用語が 日本に入

ってきたもので,コ ンピュータ用語 の外来語の大半も

英語 由来のものである。 しか し 「ツール,ウ ィルス,

デジタル」のように外来語 として 日本語化 した語は,

元の 「tool,virus,digita1」 の発音や綴 りとす ぐに

結びつけることが難 しく,英 語母語者や英語がわかる

留学生でもかえって理解 しに くいことがある。また 「メ

ー リング リス ト,フ ロ ッピーディスク ドライブ」な ど

の語は,英 語では 「mailinglist,floppydiskdrive」

の ように語 と語の切れ 目が明確 であるが,カ タカナ表

記の場合,切 れ 目が不明確 になるとい う問題もある。

日本語では外来語 として取 り入れ られているこれ ら

の用語は,中 国語や韓国語 では どのように扱われてい

るのだろ うか。中国語 では英語のまま用い られてい る

ものも若干あるが,ほ とん どが漢字 に翻訳 されてい る

(楊 ・他2003)4)。 上記の 「ツール,ウ ィル ス,デ ジ

タル」は 「工具,病 毒,数 字的」 となる。中国語母語

者が これ らの用語 を理解するには,カ タカナの語 と元

の英語の語 を結びつけ,さ らに中国語の訳語を結びつ

ける必要があ り,負 担が大き くなる。一方,韓 国語で

は,英 語などか らくる外来語は,園 日唄[㎞♂gnet]5)α

ンターネ ッ ト),Σ斗望[phai1](フ ァイル)」 のように,

実際の発音に近いものをハングルで表記す るものが多

い。ただ し,日 本語ではカタカナが用い られていれば

外来語であることの見当がつ くが,韓 国語の場 合はど

のことば もすべてハ ングルで表す。上記 の 「ツール,

ウィルス,デ ジタル」は,韓 国語環境の コンピュータ
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では 「三子[togU](漢 字:で書 くと 「道具」の意),叫

01司 ム[pair3SUI],q囚 望[面3h㌔1]」 と表 され る。用

語に よって韓国語に訳 された語 が使 われた り,日 本語

のカタカナに相 当する表 し方がなされていた りするこ

とになる。またその場合 も,発 音は原語 ともカタカナ

で表記 された 日本語 とも微妙に異なってお り,韓 国語

母語者の混乱を招 くものであると考えられ る。

次に漢字 で表 され る用語 であるが,漢 字表記 の用

語 は非漢字圏の留学生だけでな く,漢 字 圏の留学生

に も困難 をもた らす もの となる。上述 の よ うに,中

国語 の用語 はほ とん どが漢字 で表記 されているが,

同 じよ うに漢字 を用い る 日本語 の用語 との間でその

使われ方 に違 いが あ り,さ らには,中 国大陸 と台湾

や香港を中心 とした地域 との間で,使 われ ている用

語にも違いがある。その具体例をいくつか挙 げる。

・日本語 と中国語 の用語で字体や語彙が違 うもの

電源/屯 源,選 択/逸 掃,開 始/升 始

印刷/打 印,検 索/査 我,終 了/拮 束,入 力/輸 人

・中国大陸 と台湾や香港などで用語が異なるもの

インターネ ッ ト:国 隊互朕國(大 陸)

國際網際網路(台 湾 ・香港など)

お気に入 り=牧 藏(大 陸)

:我 的最愛(台 湾 ・香港など)

こうした用語の違いは,学 習者の混乱の原因 とな りう

るものである。

以上のように,日 本語の コンピュータ用語には 日本

語に特有の問題,あ るいは留学生 の母語 との関係 で負

担が大きくなるような問題があ り,こ れは,留 学生の

コン ピュー タ操作の知識があった として も,細 かい操

作,専 門性の高い操作な どを行お うとす る際に障害 と

なる と考 えられ る。 これ らの問題 を留学生が自分で克

服できるよ う,『留学生のためのコンピュー タ用語集』

を開発 した。

4留 学生のためのコンピュータ用語集

本用語集の概要は次の通りである。

[対象者]コ ンピュー タの基本操作ができる留学生

[作成の 目的]留 学生が コンピュータ画面に表示 され

る 日本語の表示や指示 を見なが ら,複 雑 なコンピ

ュー タ操作を自分一人で行えるよ うになること。

i[構 成]1躁 作マツプ(英 語版 中国語版)図11

i2)琳 的なことば(英 語訳 中国語訳)i

i3)操 作別用語(英 語訳)i
{i

i※ キーワー ド(英 語訳 中国語訳)i

i4)索 引(五+韻 アルファベッ ト順膜 字の画ii
i数 ・文字数順)i

i[用 語数 ・ページ数]648語123ペ ージi

本用語集 と一般のコンピュー タ用語集 の違いを,取

り上げる用語の範囲 と検索方法 の二点か ら述べる。ま

ず,用 語集で取 り上げる語について,コ ン ピュータの

画面上には 「文字 」「右」等 の一般語 も出てくるが,

本用語集ではこれ ら一般語 も取 り上げることに した。

その理由は,留 学生にとってはコンピュータの専門語

か一般語かの区別 も負担になると考えたことによる。

次に,本 用語集の用語の検索方法について述べる。

3.2.2で 述べた ように,コ ンピュー タ用語は漢字

表記 の語が多いため,通 常の用語集で採 られている検

索方法,す なわち,語 の読みだけで,用 語 を調べてい

くのは難 しい。 また,英 語 の 「format」 に対 し,「初

期化」 「書式」 といった 日本語 訳があるよ うに,日 本

語 と英語が一対一で対応 していないものもあるため,

単に五十音やアルファベ ットの索引を作成するだけで

は 目指す語 にたどり着けない可能性がある。そこで,

本用語集では五十音やアル ファベ ッ トの索引に加 えて,

漢字が読めない留学生でも引けるように漢字の画数 ・

文字数の索引を用意 しただけでなく,コ ンピュータを

起動 してか ら終了す るまでの一連 の操作 をま とめた

「操作マ ップ」(図1)を 作成 し,こ のマ ップをもと

に操作別に分類 した用語 を検 索で きるよ うにした。 こ

れにより,先 に例に挙げた 「format」についても,保

存に関連す る場合 は 「初期化」,メ ニューバーに表示

され る場合は 「書式」 となることがわかる。留学生が

コンピュータ操作 をしながら用語 を調べる場合,あ る

操作に関連す る用語 をま とめて調べ られるため,手 間

もかな り省ける。この操作別に用語 を検索可能な点で,

本用語集 は他の用語集 と一線 を画す。また必要に応 じ,

い くつかの用語については,理 解 しやす くす るため図

を添えてある。

一48一



図1操 作マ ップ(英 語版)

5.今 後の課題

本用語集は,ま だ使用者の数がそれほど多くないた

め,本 格的な内容の評価をするには至っていないが,

検索しやすく必要な語をすぐに探せて便利であるとい

う感想を留学生から得ている。今後は,内 容の評価と

それに伴う改訂作業を進めるのと同時に,オ ンライン

での提供についても検討してきたいと考えでいるr

注

1)留 学生 に とって の 日本 語 環垢 で の コ ン ピュー タ操 作 の難

し さにつ いて は,後 藤 ・他(2000),後 藤 ・他(2001),濱

田 ・他(2001)に 詳 細 を述 べ た。 また,留 学生 のた めの コ

ン ピュー タ リテ ラシ ー養 成 教材 と して,深 澤 ・他(2002)

『留学 生の ため の 日本語 コン ピュー タ』 を開発 した。

2)い わ ゆ る,画 面 上 に 出て くる表示 の 「場 所 で わか る」 と

か,「 操 作 の順 序 でわ かる」 とい うよ うな例 で あ る。

3)OSや ア プ リケー シ ョンで用 い られ てい る言語 は,国 に よ

って異 な る。 日本 で は,通 常 のOSや アプ リケー シ ョンの

言語は日本語である。同様に,英 語圏では英語,ヨ ーロッ

パ圏や南米諸国では各ヨーロッパ語,中 国では中国語,韓

国では韓国語が用いられる。一方,自 国語に関係なく英語

が用いられている国も多い。富山大学に学生が多いマレー

シアやインドネシアなどもその例である。また,OSな どに

自国語が用いられている場合でも,頻 繁に使われる用語は,

英語そのままの表記が用いられることも多いという。この

ような理由で,本 稿では用語の比較をするにあたって,英

語,中 国語,韓 国語を取 り上げた。

4)現 代中国語における外来語の受容のしかたについては,

井上(2003)が 日本語と比較しながら述べている。これに

よると,中 国語において外来語を受容する際には,そ の事

物や概念の内容(つ まり意味)を もとにして漢字に翻訳す

る方法と,漢 字の音を利用して原語の発音に近い形で翻訳

する方法の2種 類の方法があるという。なお,コ ンピュー

タ用語に見られる外来語については,圧 倒的に意味をもと

・にして漢字に翻訳したものが多 く,こ の点で日本語や韓国

語と大きく異なる。



5)ハ ングルの発音表記は 『コスモス朝和辞典』(白水社)

を参考にした。
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英文要旨

    One of the most important things for international students who are studying and doing research al 

universities in Japan to know is how to use their computers efficiently. We have developed A Word List of 

Computing for Learners of Japanese. The list is based on the analysis of the characteristics of Japanese 

computing terminology that appears on computer screens. The word list helps international students use 

computers that have Japanese operating systems and use Japanese versions of software. Because the word 

list provides several ways to search for a target Japanese computing term, students can search for the word 

without the ability to read Kanji.

Key Words: computing terminology, international students, computers with Japanese operating system


